伝統運送は現代物流にモデルチェンジすることについて
現代物流の特徴と発展の勢い
現代物流の本質および運送サービスとの関係
· ——コストダウンする（運送の規模化を通じて、コストを下げる）

· ——効率を高める（運送の組織化を通じて、効率を高める）
· ——サービスを改善する（運送の企業の組織、サービスを革新すること通じて、サービスを改善する）
現代物流の特徴と発展の勢い
· 現代物流の発展の勢い
· （1）グローバル化､ネットワーク化と標準化の特徴

国際コンテナ複合一貫輸送などの先進的な交通運輸システムと情報管理技術の支持のもとで、物流活動は国際化の企業の全世界の経営活動につれて、グローバル化の特徴を持っています、そして巨大なネットワークを構成して、同時に物流効率を昇格させる要求のもとで、技術標準は統一に向かいます。
· （2）社会化と専門化
· コンピュータとネットワーク技術は極めて大きく物流を経営して管理する効率を高めています。物流企業は商工業の企業に各種の形式の物流サービスを提供してはじまります、物流活動は商工業の中から1歩1歩分離します。
現代物流の特徴と発展の勢い
· 方法と手段はまとまりつつあります
· 異なっている物流対象と企業の生産経営の特徴に適応する物流管理方法は絶えず現れています。例えば“零在庫”（INVENTORY CONTRUAL）、“タイムリーに供货”（JIT、JUST IN TIME）と“供給チェーンの管理”（ SUPPLY-CHAIN）など。
· （4）国民経済が日増しに働きをします
· 専攻化サービスは高速に発展して、産業化の程度は絶えず高まって、次第に高い国民経済価値を持っています。経済社会の発展にますます大きな促進する働きをします。
現代物流の特徴と発展の勢い
· （5）範囲が拡大して、効率が高まります
· 企業の生産効率、効果と利益の向上、物流のサービス範囲を急速に広く開拓させる；近代的な交通と情報の科学技術の大規模な応用、有効に物流の範囲の拡大を組織する需要と物流の効率の高まる要求を支持した。
· （6）功能が増加し、価値領域が絶えずに広げる
· 物流サービスの機能は絶えず増加して、物流の創造する価値領域は絶えず広げて、物流と商業流通、情報と資金が有機的に一体にならさせます、生産と物流に関連する増価価値を作り始めます。
現代物流管理や経営に対する理解
· 1、物流活動
· 物流は企業の原材料を仕入れ、半製品および完成品の在庫、販売に関連する運送倉庫、配送、など一体化の管理と経営する活動です。
2、資源の統合
物流は倉庫、運送施設と装備などに関連する資源に対して行って再び統合することと、企業の資源に対する合理的な利用、管理と経営する活動です。
現代物流管理や経営に対する理解
· 3、情報サービス
· 物流は企業の生産計画の制定、管理、製品の分布に市場ニーズを提供する情報サービスと管理活動です。
· 4、資本増価
· 物流は企業の運送配送費用を下げることを通じて、企業経営のコストの節約することともっと高い価値の創造を実現する資本増価活動です。

中国の伝統運送の存在する問題と解決する方法
· 1、存在する問題
· （1）経営が分散で、企業の集約化、規模化の程度が比較的に低い
· （2）サービス品質問題がひどい
· （3）運送組織、経営技術と理念は立ち後れる
· （4）運送装備と施設は立ち後れる
· （5）政府の管理方式と手段は発展に適応しません

中国の伝統運送の存在する問題と解決する方法

· 2、解決する方法
· （1）管理を強化しなければなりません
· （2）観念を更新することです
· （3）政府の管理方式を転換することです
· （4）現代伝統運送を形成することです

·    現代物流の技術と応用の出現はこのような転換に発展の方向と技術を提供します。、伝統運送は必ずしっかりこのチャンスを捉えなければなりません、げんだい物流への発展と融合を通じて、伝統運送の産業進級を実現します。
三、中国の伝統運送の存在する問題と解決する方法

· 3、現代物流への発展と融合が取り除くべきな障害
（1）物流と伝統運送の関係に対しての認識が不足です。
· （2）伝統運送の発展規則政府の管理に対しての認識が不足です
· （3）伝統運送の市場構造と環境に対する認識が不足です

·   伝統運送は2つの方面から現代物流へ発展すべきです。一は専攻化の第3者の物流企業になることです。二は物流管理と運営の必要によって、運送の組織方式、サービス方式などに対して改造と革新を行います。

現代物流は貨物運送に対する要求
· 1、コストに対する要求
· ——低い運送コスト
· ——優勢を占めるコスト
· ——安定する運送コスト
· ——物流管理技術の応用を通じ支配できる運送コスト
· ——運送のコストを下げる規模化の運営空間を備える
現代物流は貨物運送に対する要求
· 2、運送時間に対する要求
· ——時間の正確性
· ——時間の精確さ
· ——時間のコントロール性
· ——時間の安定性
· ——運送時間は物流システムに対する調節機能

現代物流は貨物運送に対する要求
· 3、運送効率に対する要求
——貨物輸送の素早さ
· ——運送組織の流暢さ
· ——車の使う十分さ
· ——品物の積載する科学性、合理性
· ——運送の調整する効率性

現代物流は貨物運送に対する要求

4、運送能力に対する要求
· ——運送能力の適応性
· ——運送能力の選択性
· ——運送能力の安定性

現代物流は貨物運送に対する要求
· 5、運送安全に対する要求
· ——運送車両の安全
· ——運送貨物の安全
· ——運送情報の安全
· ——運送作業の安全
現代物流は貨物運送に対する要求
· 6、運送の質の対する要求
· ——伝統運送の信頼度
· ——運送管理の信頼度
· ——運送組織の信頼度
· ——貨物の損失をコントロールします
現代物流は貨物運送に対する要求
· 7、輸送の獲得可能性に対する要求
· ——運送能力の獲得可能性
· ——運送方式の選択性
· ——物流運営方式適応する運送組み合わせは比較的に便利であること

· ――伝統運送の多様性
現代物流は貨物運送に対する要求
8、ネットワーク化と運送方法の接続の便宜性に対する要求
· ——比較的にそろっている地区内、多国籍の貨物輸送システムを備える
· ——運送中枢、物流センターの規模と配置は合理的で、物流組織に必要な運送拠点サービスを提供できる。
· ——複合一貫輸送システムは比較的に発達して、系統性の運送を提供できる。
· ——中心都市を柱として貨物輸送システムを形成して、物流組織と管理システムを備える
現代物流は貨物運送に対する要求
9、情報のと正確性に対する要求
· ——必要な貨物輸送情報化の管理手段を備える
· ——一定の条件とレベルの上でカーゴトレーシングに対する管理を実現すること。
· ——貨物輸送企業はお客様あるいは物流管理経営者にに策略を決める情報を提供すること
· ——ちょうどよい時期に貨物輸送の情報を伝える能力を備える。
· ——正確な情報を提供する管理の流れと技術手段を備える

伝統運送から現代物流へモデルチェンジする方法
· 1、理論の革新を実現する
    現代経済発展のもとで、総合運送理論と現代物流が運送に対する基本的な要求によって、系統的な効率と合理的な社会伝統運送コストの方面からみると、新技術の開発、管理の強化などを通じて、現代経済、社会発展の基本的な特徴が持っている運送システムを形成します。
·     現代運送の内包によって、中国の運送の発展を進めることは、運送生産力の発展の要求でもあり、物流管理技術が伝統運送に対する要求で、現代経済の発展と運送産業の更新の基本的な規則に合います。

伝統運送から現代物流へモデルチェンジする方法

· （1）貨物輸送と国民経済、社会発展の関係
· （2）市場の競争環境の下で伝統運送の発展
· （3）運送の効率、、品質、安全問題
· （4）貨物輸送は構造調整と現代貨物輸送システムの発展計画の理論と方法
· （5）現代運送のインフラ建設と発展する
· （6）現代運送企業の経営組織および管理問題
· （7）現代運送の発展の国際経験を正しく認識して参考する問題
· （8）政府の管理体制と構造問題
五、伝統運送から現代物流へモデルチェンジする方法

· 2、関連する措置
· （1）管理観念を転換し、運送発展の考え方を更新する
· （2）業界の経済体制を改革して、運送発展に良好な体制環境を創造します。
· （3）運送の経済構造に対して戦略的な調整を行う
·     一構造調整を核心にして、運送産業が最適化を進める
·     二技術の進歩を核心にして、新しい経済成長点を育成することを加速する
· （4）運送の科学技術の含有量を高める
· （5）科学的な運送発展政策を制定して、運送増加の方式を転換することを促進する
·     1は産業政策を利用して、運送方法の発展を促進する
·     2は産業政策を利用して、企業の新技術の開発を促進すること
·     3は産業政策を利用して、企業の競争意識と能力を育成すること
·     4は企業の現代物流へ発展する政策障害を取り除んで、、良好な環境を建造する

伝統運送から現代物流への発展
方法と措置
· （6）運送システムの発展を促進すること
·     高速道路のネットワーク、中枢の港などの次第に形成する条件の下で、運送運営の効率をアップすることとネットワークの効果を発揮することから見ると、運送施設を完備、積極的に運送組織と企業の発展に良好な環境育成するのが、地区にまたがる物流組織の形成に基礎な条件を創造します。運送の組織形式、サービスレベル、運営モードの革新と昇格を進めることができます。
·     ネットワーク化企業のもとで、ひとそろいになっているサービスが持っている企業発展システムを形成します。例えば、都市内都市配送システム、地区にまたがる配送システム、高速運送システム、フォワーダーシステムなどです。结束　以上です
· ご清聴ありがとうございます
